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1
 

は
じ
め
に

 

ハ
ビ

タ

ッ
ト

・
フ
ォ
i

・
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
テ
ィ

(
H
a
b
i
t
a
t
 
f
o
r
 
H
u
m
a
n
i
t
y

、
以
下

「
ハ
ビ
タ
ッ
ト
」
と
略
)
は
、
貧
困
層

の
住
宅
建

設

に
対
す

る
支
援
活
動
を
世
界
各
地
で
展
開
す
る
国
際
開
発
N
G
O
で
あ
る
。
ケ

ニ
ア
に
お
け
る
援
助
事
業

は
、

一
九
八
二
年

に
同
国

ウ
ェ
ス
タ
ン
州
ブ
ン
ゴ

マ
県
で
始
ま

っ
た
。

 

現
在

(二
〇
〇
六
年
九
月
)、

ハ
ビ
タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ァ
は
、
ナ
イ

ロ
ビ
市
ウ

ェ
ス
ト
ラ
ン
ド
地
区
に
あ
る
本

部
事
務
所
を
中
心

に
、
国
内
に
六

つ
の
管
区

(
R
e
g
i
o
n

)
を
設
定

し
て
事
業
を
展
開
し

て
い
る

(地
図
-
参
照
)。
そ
れ
ぞ
れ

の
管

区

に
は
多

数

の

ア

フ
ィ
リ

エ
ー
ト

(
a
f
f
i
l
i
a
t
e

)
が
登
録

さ
れ

て
い
る

(表
1
参
照
)。
二
〇
〇
六
年
九
月
現
在
、
ケ

ニ
ア
全

国

で
計

四

一
の
ア

フ
イ
リ

エ
ー
ト
が
事
業
を
進
め

て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
建
設
実
績
は
二
〇
〇
〇
軒
を
超
え

て
い
る
。

 

ハ
ビ
タ

ッ
ト
の
住
宅
建
設
支
援
事
業
で
は
、
可
能
な
限
り
地
域
社
会

の
資
源
を
利
用
す
る
こ
と
が
基
本
理
念
と
さ
れ
、
外
部

か
ら

の
無
償
提
供

の
要
素
は
極
力
排
除
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
住
宅
建
設

の
過
程

で
、
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
内
部
に
お
け
る
メ

ン
バ
i
間
の
互
助
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
メ
ン
バ
ー
は
、
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
に
属
す
る
別
の
メ
ン
バ
ー

の
住
宅
建
設
に
際

し

て
、
所
定

の
時
間
分

(四
〇
時
間
以
上
)
の
労
働
奉
仕
を
行
う

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

(「
ス
ウ
ェ
ッ
ト

・
エ
ク
イ
テ
ィ
」

と
呼
ば
れ
る
)
。

 

ま
た
、
自
分
の
住
宅
が
完
成
し

「ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
」
と
な

っ
た
後
は
、
建
設
に
要
し
た
経
費
の
総
額
を

月
賦
で
返
済
し
な

け

れ
ば
な
ら
な

い
。
貸
付
と
返
済
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
限
り

に
お

い
て
、
持
続
的
な
事
業
展
開
が
可
能
と

な
る
。
逆

に
、

ホ

ー
ム
ォ
ー
ナ
ー
た
ち

の
返
済
が
滞
る
ケ
ー
ス
が
増
加
す
れ
ば
、
還
流
す
る
資
金

(リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
基
金
)
の
絶
対
量
が
不
足
し
、



地図1 ハ ビタット・ケニアの活動地域

表1 ハ ビタ ッ ト・ケニアの6管 区な らびに40ナ フィリエー トの一覧(2006年9月 現在〕

Regions Bungoma Maua Runye切es Kisii Machakos Bomet

Afmiates Ndabamach AthinエGaiti Kigumo Kiエu Kaani Kiptulwa

Lubokha Kirindine Mukuuri Bigege Kabusare

Kimilii Athimba Kimuri Matieko Chepngaine

Bungoma Kanthiari Thuita NyamemiSO MosOP

Mulembe Antubochiu MufU Bomwagi Kaplong

Katira Nkinyanga Kathari Boronyi

Myanga Akirangondu Gichiche
Bonyagatan-
 .

y1

Antubetwe Mbiruri
Bonyanchai一

re

Gikuuri Nyanchwa

Kegati

出,典 http=〃www.hfhkenya.or.ke/html/hfhk_affiliates.html(ア ク セ ス2006年9月6日)
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ア

フ
ィ
リ

エ
ー
ト
内

で
の
新
た
な
住
宅
建
設
が
不
可
能

に
な

っ
て
し
ま
う
。

 

各

ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
は
、
本
部
か
ら
、
住
宅
建
設

の
元
手

に
な
る
貸
付
金

や
事
業
運
営

の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
助
言
に
つ
い
て
支

援

を
受

け
る
が
、
事
業
計
画
書
の
作
成
、
事
務
所
維
持
、

ロ
ー
ン
返
済

の
窓
口
、
さ
ら
に
は
財
務
管
理
に
い
た
る
ま

で
、
通
常

業

務

の
全

て
を
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担

っ
て
い
る
。
ま
た
対
象
世
帯
の
選
別
な
ど

に
つ
い
て
あ
る
程
度

の
裁
量
が
認
め
ら

れ

て
い
る
と

い
う
点

で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
性

の
高

い
自
助
組
織
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。

 

本
稿

は
、
筆
者
が
二
〇
〇

一
年
か
ら
社
会
人
類
学
調
査
を
継
続
し
て
い
る
ケ

ニ
ア
中
央
高
地

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

の

一
農
村

に

お
け

る

ハ
ビ
タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
の
援
助
活
動

に
関
す

る
調
査
報
告

で
あ
る
。
副
題
に
示
し
た
と
お
り
、
と

り
わ
け

ハ
ビ

タ

ッ

ト

・
ケ

ニ
ア
の
住
宅
建
設
支
援
事
業
に
お
け
る
貸
付
支
援
と

ロ
ー
ン
返
済
の
現
状

に
つ
い
て
重
点
的

に
記
述
し
た
い
。

こ
れ
は
、

無

償
提
供
で
は
な

い
開
発
援
助
、
と
り
わ
け
貸
付
型

の
小
額
開
発
援
助

の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え

で
興
味
深

い
事
例
に
な
る
と

考

え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿

で
は
、
筆
者
が

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
の
農
村

に
お
け
る
住
み
込
み
調
査
か
ら
得
た
知
見
を
も

と

に
、

ハ
ビ
タ
ッ
ト

・
ケ

ニ
ァ
の
事
業

に
み
ら
れ
る
可
能
性
と
現
時
点
で
の
課
題
を
示
す
。
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2

ケ

ニ
ア
中
央
高
地

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

 

本
稿

で

い
う

「
ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
」
と

は
、
二
〇
〇
六
年
九
月
現
在

の
行
政
区
分

で
は
、
メ
ル

・
ノ
ー

ス
県

(
M
e
r
u
 
N
o
r
t
h

D
i
s
t
r
i
c
t

)
に
相
当
す
る
。

メ
ル

・
ノ
ー
ス
県
は
、

一
九
九
三
年
の
旧
メ
ル
県
の
分
割

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
行

政
県
で
、
創
設
当

初

は

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
県

(
N
y
a
m
b
e
n
e
 
D
i
s
t
r
i
c
t

)
を
公
式
名
称

と
し
、
そ

の
後

メ
ル

・
ノ
ー

ス
県

へ
と
名

称
変

更
し
た
。
旧
称

「
ニ
ャ
ン
ベ
ネ
県
」
は
、
標
高
約
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
イ
テ
ィ
エ
ネ
峰
を
頂
上
と
す
る

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
山
稜

に
因
む
名
称

で
あ



る
。

 

県
内

に
居
住
す

る
六

〇
万
四
〇
五
〇
人

(
一
九
九
九
年
の
国
勢
調
査
)
の
大
半
は

メ
ル
語
を
母
語
と
す

る
人

々
、
す
な
わ
ち

「
ア

メ
ル
」

(
A
m
e
r
u
,
 
A
m
i
i
r
u
)

で
あ
る
。
県
西
部

に
居
住
す

る
人

々
と
県
東
部
に
居
住
す

る
人

々
と

は
、
各

々

「
テ
ィ
ガ

ニ

ァ
」
(
T
i
g
a
n
i
a

)
、
「
イ
ゲ
ン
ベ
」

(
I
g
e
m
b
e
,
 
I
g
e
m
b
e

)
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
、

い
ず
れ
も

ア
メ
ル
の
サ
ブ

・
グ

ル
ー
プ

で
あ
る
。

メ

ル

・
ノ
ー
ス
県
は
、

二
〇
〇
七
年
に

「
イ
ゲ

ン
ベ
県
」
と

「
テ
ィ
ガ

ニ
ァ
県
」
と
に
二
分
割
さ
れ
た

(二
〇
〇
七
年

一
月

一
九

日
新
聞
報
道
)。

 

筆
者

が

ハ
ビ

タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
の
住
宅
建
設
支
援
事
業

に

つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た

の
は
、
中
心
都
市

マ
ウ

ア
町

の
南
東
方

向

に
位
置
す
る
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト
行
政
郡

(
I
g
e
m
b
e
 
S
o
u
t
h
e
a
s
s
t
 
D
i
v
i
s
i
o
n

)
で
あ
る
。
イ
ゲ

ン
ベ

・
サ
ウ
ス
イ

ー
ス

ト
行
政
郡
は
、
北
西
か
ら
南
東
に
か
け

て
緩

や
か
に
傾
斜
し
て
お
り
、
斜
面
は
メ
ル
国
立
公
園

の
あ
る
平
原

地
帯

(ダ
イ
チ
ュ

ウ
平
原
)

へ
と
続

い
て
い
る
。
標
高

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ル
以
上

の
高
原
地
帯

に
は
、
行
政
役
場

・
教
会

・
小
学
校

・
露
店

・
常

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

設
商
店
な
ど
が
数
多
く
立
地
し
、
人
家
が
集
中
し
て
い
る
。
平
原
地
帯
は
、
高
原
地
帯
に
比

べ
て
人
口
密
度
が
低

い
。
た
だ
し
、

高

原

に
居
住
す
る
世
帯

の
殆
ど
全
て
が
、
高
原
地
帯
と
平
原
地
帯
と

の
両
方

に
耕
地
を
有
し

て
お
り
、
各

々

の
社
会
条
件

や
自

然
環
境

に
適
し
た
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
高

原
地
帯
は
ミ
ラ
ー

(後
述
)、

コ
ー
ヒ
ー
、
茶
な
ど

の
換
金
作
物
栽

培
と
、
牛

・
山
羊

・
羊

・
家
禽
な
ど
の
家
畜
飼
育
と
を
優
先
し
、
平
原
地
帯
は
メ
イ
ズ
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
、
サ

サ
ゲ
、
ミ
レ
ッ
ト

な

ど
の
自
給
作
物
栽
培
を
優
先
す
る
。
各
地
に
拡
散
し
た
複
数

の
耕
地
を
同
時
に
管
理
す
る
た
め
、
多
く

の
人

々
が
、
日
常
的

に
片
道
五
キ
ロ
か
ら

一
〇
キ

ロ
の
道
の
り
を
歩
き
、
平
原
地
帯

の
畑

に
通

っ
て
い
る

口
ω匿

農
o
oΣ
。

 

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

に
お
け
る

ハ
ビ
タ
ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
の
住
宅
建
設
支
援
と

ロ
ー
ン
返
済

の
現
状

に
つ
い
て
の
報
告

へ
と
進
む

前

に
、
本
節

に
て
、

(
一
)

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
に
お
け
る
住
宅
事
情
、

(二
)

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
の
地
域
住
民

が
主
要
な
現
金
収
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入
源

と
す

る
地
場
産
業
、
と
り
わ
け
地
元
特
有

の
換
金
作
物

(ミ
ラ
i
)

産
業

の
特
徴
、

(三
)

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
に
お
け
る
他

の
国
際
開
発

N
G

O

の
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
概
要
を
述
べ
、
背
景
と
な
る
情
報
を
提

示
し

て
お
き
た

い
。

2

・
1
 

一
一ヤ
ン
ベ
ネ
地
方
の
住
宅
事
情

 
生
態
学
的
環
境
が
多
様
な

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

に

適
応

し
た
多
様
な
住
宅
文
化
が
み
ら
れ
る
。
第

一
に
、
イ
ゲ

ン
ベ

・
サ
ウ

ス
イ

ー
ス
ト
行
政
郡
を
は
じ
め
、

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
山
稜

の
南
東
斜
面

に
位
置

す
る

湿
潤
な
地
域
で
は
、
家
屋
敷
を
囲
む
生
垣
の
多
く
は
チ
ト

ニ
ア

(キ

ク
科
)
あ
る

い
は
ラ
ン
タ
ナ

(ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
)
だ
が
、
北
西
斜
面
に
位
置

す

る
降
水
量

の
少
な

い
地
域

は
、

ユ
ー
ホ
ル
ビ

ア

(ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
)

を
用

い
た
生
垣
が

一
般
的

で
あ
る
。

 
第

二
に
、
十
分
な
降
雨
が
望
め
ず
、
地
質
的
に
も
換
金
作
物

(後
述
)

の
栽

培
に
適
さ
な

い
地
域
は
、
農
業
部
門
に
お
け
る
現
金
収
入
が
低

い
た
め
、
結
果
的
に
、
地
元
で
入
手
可
能

な
建
材
を
使
用

し
た

伝
統
的
な
様
式

の
住
宅

(写
真
1
)
が
数
多
く
存
在
す

る
。
筆
者
が
調
査
を
実
施
し
た
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ

ス
イ
ー
ス
ト
行

政
郡

の
高

原
地
帯
で
は
、
そ
う
し
た
住
宅
は

一
軒
し
か
確
認

で
き
な
か

っ
た
が
、
北
方

の
ン
ジ

ア
行
政
郡

(
ニ
ャ
ン
ベ
ネ
山
稜

北
西
斜
面
)
に
は
多
数
現
存
す
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

写真1 伝統的様式の住宅(ン ジア行政郡)
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第
三
に
、
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ

ス
イ
ー
ス
ト
行
政
郡
南
部

の
湿
潤
な
平
原
地
帯

(ダ
イ
チ
ュ
ウ
平
原
)
に
は
、

キ
リ
ン
ゴ
と
よ

ば

れ
る
伝
統
的
な
樹
上
家
屋
が
存
在
す
る
。
樹
上
家
屋
は
、
ミ
レ
ッ
ト
栽
培
が
盛
ん
で
、
か

つ
野
生
動
物

の
生
息
圏
に
近

い
こ

の
地
域

に
特
有

の
建
築
様
式

で
あ
る
。

こ
の
地
域

の
人
々
は
、
収
穫
前

の
ミ
レ
ッ
ト
を
監
視
し

(鳥
類
に
よ
る
食
害
対
策
)、
ま

た
象

・
サ
イ

・
大
型
肉
食
獣
な
ど
危
険
な
野
生
動
物
か
ら
避
難
す
る
た
め
に
、
樹
上
家
屋
を
利
用
し
て
き
た
。

 

第
四
に
、
住
宅
建
材
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
今

日
の
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト
行
政
郡

で
は
、
建
材
と
し
て
利
用
さ

れ

る
樹
木

の
大
部
分
は
、

ハ
ゴ

ロ
モ
ノ
キ

(ヤ
マ
モ
ガ
シ
科
)
で
あ
る
。
だ
が
、
地
元
住

民
が
か

つ
て
好

ん
で
利
用
し
て
い
た

の

は
、
例
え
ば
、
壁
板

や
柱
材

に
適

し
た

「
ム

ク
イ
」
(
N
e
w
t
o
n
i
a
 
b
u
c
h
a
n
a
n
i
i
)

、
扉

に
適

し

た

「
ム
リ

ン
ガ
」
(
C
o
r
d
i
a

§

。
§

9
)
、

シ

ロ

ア

リ

対

策

に

適

し

た

「
ム

ク

ウ

ェ
オ

」

(
B
r
i
d
e
l
i
a
 
m
i
c
r
a
n
t
h
a

)

と

い

っ
た

固

有

種

だ

っ
た

。

現

在

は

、

生

物
多
様
性

の
維
持
と
環
境
保
全

の
た
め
、
固
有
種

の
伐
採
は
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
。
地
元
住
民
は
、

ハ
ゴ

ロ
モ
ノ
キ
を
は

じ
め
と
す
る
外
来
種
を
植
林
し
、
建
材
調
達
を
行

っ
て

い
る
。
ま
た
、
現
時
点
で
は
少
数
だ
が
、
メ
ル

・
セ
ン
ト
ラ
ル
県
で
産

出
さ
れ
る
石
材
や
、
地
元

で
採
取
し
た
自
然
石
な
ど
を
用

い
た
石
造
家
屋
が
、
建
設
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

 

第
五
に
、
住
宅
様
式
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
今
日
の
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト
行
政
郡
で
は
、

一
世
帯
が
居
住
す

る
家
屋
敷
は
、
夫
婦
な
ら
び
に
幼

い
子
供
が
使
用
す
る
家
屋
を
中
心

に
、
炊
事
小
屋
、
結
婚
を
控
え
た
娘
の
家
屋
、
割
礼
を
済

ま
せ
た
息
子

の
家
屋
を
備
え
る
の
が
、
典
型
的
な
様
式
と
な

っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
居
住
様
式
は
、
年
来

の
社
会
変

化
を
反
映
し
た
も

の
で
あ

る
。
比
較
的
古

い
様
式
を
残
し
た
家
屋
敷
で
は
、
妻
が
寝
起
き
す
る
家
屋
が
内
部

に
炊
事
場
を
備
え
、

夫

は
自
分
の
小
屋
を
持

つ
。
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2

・
2
 

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

の
地
場
産
業

 

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

で
は
、

一
九
六
〇
年
代

に
コ
ー
ヒ
ー
が
換
金
作
物
と
し

て

広
範

に
栽
培

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

[
B
e
r
n
a
r
d
 
1
9
7
2
:
 
1
1
8
-
1
2
1

]。
そ

の
後

一
九

八
〇
年
代
ま
で
着
実

に
成
長
し
、
大
多
数

の
世
帯
が
栽
培
を
行

っ
て

い
た
。
と

こ
ろ
が
、

一
九

八
〇
年
代
末

に
、
市
場
価
格

の
低
迷

の
た
め
に
多
く
の
人
々
が

コ
ー

ヒ
ー
栽
培
を
続
け
る
意
欲
を
失

っ
た
。
そ
れ
に
か
わ
る
換
金
作
物
と
な

っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

た

の
が
噛
む
嗜
好
品

「
ミ
ラ
ー
」

(
m
i
r
a
a

)
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代

に
な
る

と
、

ミ
ラ
ー
が
、
そ
れ
と
同

一
の
植
生
帯
で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
が
好
ま
し

い
と

さ
れ

る
コ
ー
ヒ
ー
を
徐

々
に
駆
逐
し
始
め
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

 
今

日
、
ミ
ラ
ー
産
業
は
、
生
産
部
門
の
み
な
ら
ず
、
加
工

・
流
通
部
門
に
お

い
て
も
発
達
し
、
と
り
わ
け
加
工
部
門
に
お

い
て
多
数

の

一
時
雇
用
を
生
み
出

し

て

い
る
。
早
朝
六
時
か
ら
七
時
の
間
に
収
穫
さ
れ
た
ミ
ラ
ー
の
大
束
は
、
七

時
か
ら
八
時
に
か
け
て
各
地
の
公
共
広
場

で
生
産
者
か
ら
地
元
出
身
の
仲
買
人

に
売

却

さ
れ

る
。
そ

の
直
後
、
広

場
周
辺

で
仲
買

人

が
組
織
す

る

ワ
ー

ク

シ

ョ
ッ
プ

(写
真
2
)
に
お

い
て
流
れ
作
業

で
摘
葉

(瑞
枝
か
ら
葉
を
と
り
の
ぞ
く
)
・
梱
包
を
中
心
と
す
る
加

工
が
施
さ
れ
、
午

前
一
一

時
、
遅
く
と
も
昼
時
ま

で
に
は

マ
ウ
ア
郊
外

の
停
車
場
に
運
搬
さ
れ
、
元
々
の
発
注
者

で
あ
る

ソ
マ
リ
人
卸
売
人
の
手

に
渡

る
。

 

ミ

ラ
ー
の
産
地
で
は
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
加
工
作
業

の
担

い
手
と
な
る 写 真2 ミラ ー梱 包 ワ ー ク シ ョ ップ

228


